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§１．研究成果の概要 

本研究課題では、誘電体ナノ構造に誘起される Mie 共鳴を利用し、スピン禁制遷移（S→T 遷移）

を光により直接励起する技術を開発することで、従来の物質の光励起の制約から脱却した新たな

光化学反応ルートを提案することを目的としている。今年度は、本提案のコンセプト実証として、誘

電体ナノ構造の磁気双極子遷移増強効果を利用し、モデル分子において基底一重項(S0)から励

起三重項(T1)への遷移を促進する技術の開発を目指した。近赤外域に共鳴を有する誘電体ナノ

ディスクアレイ上にルテニウム錯体を配置した系において、透明基板上と比較して、１桁以上のりん

光(T1→S0遷移)強度の増大を実現した。実験により得られた発光励起スペクトルと電磁場計算結果

を厳密に比較することで、りん光強度の増大が磁場増強効果による S0→T1 遷移の増強に起因する

ものであると結論付けた。本技術により、従来よりも 400 meV 程度低いエネルギーの光で分子の励

起三重項状態を利用した光反応が可能となる。 
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